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　下金田地区にお住いの、今年それぞれ１００歳を迎えられ
た、橋本安登さん・キクエさんご夫婦の取材に行きました。
いつもにこやかで地域でも評判のおしどりご夫婦です。
　この日、安登さんは庭先で草刈り機の刃を研いでいらっ
しゃいました。「この秋にはコンバインに乗って稲刈りもした
んで」と聞いてびっくり。
 妻のキクエさんは、急斜面の坂道を上がった先にある畑
で野菜の収穫をされていて、二度びっくり。
 ご夫婦に元気の秘訣を聞くと、「この年になっても、作業服の洗濯は自分たちでするし、でき
る事は二人で頑張っとるからかの。お嫁さんがわしらにできる事は何でもさせてくれるし、何で
もよくわかるように日頃のできごとをゆっくりと話をしてくれたりと気にかけてくれる。長い人生
の中にはいろいろあったけど、今が一番幸せ」とおっしゃいました。
　お嫁さんからは、「漬物づくりや畑仕事など、今でもお母さんに教えてもらいたいことがたく
さんあるんですよね。これからも頑張ってもらわないと困りますよ（笑）」とおっしゃいました。
　年齢を重ねても、生活の中で役割を担っていることが、元気の秘訣になっているんだと感じ
ました。
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　県立広島大学の吉野先生からの発案で、伝統的な食品の加工方法を学び、学生と地域の交流の機会を持
とうと、10月下旬に県立広島大学と七塚東地域の方が一緒に「干し柿作り」をしました。
　柿が300個もあったのですが、「これぐらいだったらすぐよ」の言葉通り皆さんさすがの手つきで、次々に
むかれた柿が軒下に手際よく吊るされました。
　県大生が柿を揉む作業を週に1度、愛情をこめて行いました。２週間後、サロンの方に味見していただい
たところ「うまいうまい。これくらいがちょうどいいわ。」とお墨付きをいただきました！
　完成した干し柿を地域の高齢者世帯に県大生が届け、暖かい交流が生まれました。

干し柿作りで 交流美味しい！  楽しい！

コロナに負けない！
地域のやさしさが学生を救う

　コロナ禍で食料に困っている県大生、干し柿作りを体験したい県大生、異
なる２つの課題に七塚東地域のみなさんがひと肌ぬいでくれました。

　「コロナ禍でアルバイト収入が激減し、生活に困る大学
生が増えている」との報道を知って、県大生に連絡したと
ころ、やはり庄原市でもアルバイト先が休業した影響で、
一日一食で生活している学生もたくさんいると話してくれ
ました。
　何とか力になれないかと思い、東自治振興区で地元野菜の軽トラ販売をしている“農楽会”（生き
がい創造型サロン）のみなさんに、「野菜を分けていただけないか」と相談しました。すると「困っとる
なら協力するよ！」と温かいお言葉。大根、白菜など立派な野菜を提供してくださいました。
　後日、県大生に届けると「本当に助かります。とてもうれしい。いつかお礼がしたい」と明るい笑顔
を見せてくれました。
　これをきっかけに、県大生が畑の草取りなどの農作業を手伝うこ
ととなり、その後、農楽会の新鮮な野菜でバーベキュー！世代を越
えた交流の場となりました。「見ず知らずの土地に来た大学生に、庄
原がいいところだったと思ってもらえればうれしい。」
　今回、「県大生を助けたい！」と支援した結果、交流が広がりこんな
にもたくさんの笑顔が生まれたことに驚きました。

　庄原キャンパスは、半数以上
が広島県外出身の学生です。　
さらに県北出身者は数えるほど
しかおりません。この地で4年間
を過ごす間に、この地の歴史や
文化に興味を持ってもらいたい
と思っています。
　今後、庄原キャンパスにある
庄原地域連携センターを巻き込
みながら、地域の方たちと季節
ごとのイベント、さらには日常的
なつながりを持ち、交流を広げ
ていけたらと思っています。

地域と県大生地域と県大生 広がる交流広がる交流

　県大生と一緒に一人暮らしの高齢者へ干し柿を配り
「来年も来るから元気でいて下さい。」と言えてよかった
です。せっかく庄原に来てくれたのだから学生とつなが

りをもって、四季折々の食
材の食べ方など庄原地域
の伝統を教えていきたいで
す。人口の減少や高齢化が
進んでいる中でも、これを
機に県大生と一緒に活動
できる場を作っていきたい
です。

　大好きな干し柿をもらえてう
れしかったです。手間がかかる
のに学生さんが頑張って作って
くれたので美味しくいただきた
いと思います。干し柿を配ってく
れたときに学生さんと話せてエ
ネルギーをもらいました！今度は
学生と一緒に干し柿作りをした
いですね。

県立広島大学
生物資源科学部
准教授

吉野　智之

　地域の方々に丁寧に教えてもらいながら、初めて
干し柿作りをしました。吊るした柿を一度熱湯につけ
てから干したり、柿をもんだりする昔ながらの方法を
知ることができました。
　完成した干し柿を配った
お家の方からの「ありがと
う」の言葉がうれしかった
です。これから広島や庄原
ならではのことをもっと学
んでいきます！

農楽会の方

地域の方

県 大 生
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　高齢者宅を訪問し、今回の調査にたくさんの方が快く協力して下さいました。日頃のつながりが、地域の取
り組みをスムーズに進めることに繋がるのだと改めて感じました。
　アンケート調査にご協力下さった皆様、貴重なご意見をありがとうございました。今後の活動の糧として、
有意義に活用させて頂きます。

総領さいたらの会　水戸会長

　総領さいたらの会は、日頃の緩やかな見守り合いを通じて出された課題を各地域から持ち寄り、自分たち
でできることから考えていこうと発足しました。昨年は草刈り応援隊を立ち上げ地域の皆さんに喜んでいた
だけました。そして今年度、総領さいたらの会の会議で「総領地域の困りごと」について話し合い、新しい取り
組みをすすめる上で、困りごとを知るためのアンケートを行うこととしました。

　「自分たちの思いだけで判断するのではなく、一度立ち止まってこ
れまでの活動を振り返る。そして、実際に困っている住民の生の声を
聞いた上で取り組みに繋げていく」という熱い思いを感じました。その
思いこそが地域づくりの原動力。住民の思いに寄り添っていく、その
思いを大切にしていきます。

　総領地域は谷あいに集落が多く、住居も点在している中、今後ますます地
域での見守りが必要となります。日常的に困りごとを抱えることになりやす
い75歳以上の高齢者世帯を調査対象とし、自治会の役員や民生委員のご協
力も得て、一軒ずつ丁寧に聞き取りを行いました。

　総領町のお父さん的存在の皆さん。いつお会いしても新しいアイデアが豊富で、ときには保育所で人
形劇をしてくださったり、とにかく地域のみんなを喜ばせたいと頑張っている姿が素敵すぎます！地域に
元気を発信している「ひょうたん茶屋」は、来る人、もてなす人、お互いが笑顔になれるサロンです。

～  小さな活動を 大きく育む  ～
サロン

暮らしに近い

　　　支え合いの場

ひょうたん茶屋

サロンの取り組みサロンの取り組み 地域で暮らしつづけるた
めに

みんなの困りごとや地域
の課題を解決に

つなげる話し合いの場

協議体

総領自治振興区協議体
総領さいたらの会

地域住民の思いを一つ一つ形に地域住民の思いを一つ一つ形に 協議体構成メンバー

自治振興区（区長、事務局長）、自治会長、
自治会役員、民児協会長、総領支所、社協

協議体の取り組み協議体の取り組み

　妻に先立たれ独り暮らしとなった数人の高齢男性が「た
まにはみんなで寄って話をしようや」と声をかけあい、自分
たちの趣味や特技を活かしながら地域貢献できる生きが
い創造型サロン「ひょうたん茶屋」を立ち上げました。
　総領保健福祉センターで毎月１回、刃物研ぎやコーヒー
などを提供し続け、なんと今年で9年目！ メンバーの皆さ
んに、長く続けられた理由をお聞きしました。

総領地域

さいたらの会で考える「困りごと」と高齢者の方が感じる
「実際の困りごと」にずれがあるのでは？

困りごとをしっかり把握することが必要だ。

困りごとの調査と見守り合いの必要性の２つに絞ったアン
ケート調査を行い、高齢者の声を聞いてみよう！

疑問

アイデアを形にできる！

その１

　鉈（なた）や鎌を研ぐ人がいなくなる
昨今、わしらの研ぎの技でみんながよ
ろこんでくれることが生きがいになっ
とるんよ！

その2 その3
みんなの笑顔が元気の源！

自分たちの技が活かせる場！

　こだわりの挽きたてコーヒーを飲ん
で、「あ～おいしいのを今日も淹れとっ
てじゃね♪」の声が聞きたくて。
　地域のお母さん方の笑顔が見れる
この日がとても楽しみ！

　一人の思いがみんなのアイデアに
なって、どんどんアイデアを出し合っ
て、やりたいことが実現できる。そこが
面白いんよ！

～ アンケート調査を通じて ～～ アンケート調査を通じて ～

自分たちの技がやりがいに！
総領地域を元気に！
自分たちの技がやりがいに！
総領地域を元気に！
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ありがとうございますありがとうございます 社会福祉事業に寄付をお寄せいただきました。
ここに、ご芳名を報告させていただきますとともに、こころよりお礼申しあげます。
寄付者ご本人の承諾のもと、氏名等を掲載しております。（順不同）令和2年12月

（11月1日～11月30日受付分）
寄付者紹介

※本年度より敬称を省略とさせていただきます。
本会への寄付金は、所得税・法人税・県民税の寄付金控除の対象となります。

見舞い返しにかえて
寄付者住所 氏　名

【庄原】
三日市町

戸郷町

川北町

坂本　立子

横山シヅコ

堀川　春美

一　般　寄　付

【口和】
湯木

湯木

永田

三次市

原本　昭子

浅尾　浩治

積山　晴光

畠垣　義人

【比和】
古頃 山下ユリ子

【総領】
中領家

亀谷

山﨑　有莉

近久　民子

川西 匿名希望

一　般　寄　付
【東城】

口和 口和ゴルフ同好会
第53回ゴルフ大会の収益をご寄付
いただきました。
ありがとうございました。

イベント寄付
【口和】

外出支援事業おでかけ応援隊
【庄原】

三𠮷和宏行政書士事務所

四水　薫

中国新聞庄原販売所

（2口）

（2口）

【東城】

(有）三上薬品 （2口）

香典返しにかえて
続柄 故人名 地区 寄付者

【庄原】
夫

夫

妻

息子

父

母

父

母

夫

夫

父

児玉　博文

上野　一美

森永美千代

浜崎　謙二

戸村　政義

大迫ハツコ

槇平　一郎

妙田　信子

藤田　鐵志

稲垣　恵夫

福原　庸博　

東本町

東本町

川手町

川手町

川手町

大久保町

板橋町

上原町

平和町

川北町

門田町

児玉タツ子

上野紀代子

森永　和人

浜崎　則和

戸村　成博

大迫　勝治

槇平　敦彦

妙田　俊二

藤田ノリヱ

稲垣　正恵

福原　敏博

父

母

夫

母

【東城】

岡本　務

河上　順子

笹尾　由一

藤原　許子

川東

受原

受原

久代

岡本　浩一

河上　知秀

笹尾みどり

藤原　道政

父

母

【口和】

積山　晴光

小城イツキ

永田

宮内

積山　晴次

小城　尋十

【高野】
父 栗原　定雄 和南原 栗原　徳春

皆様からの寄付金（香典返し・見舞い返し・一般寄付等）や会員会費を、市内の地域福祉事業に貴重な財源として活用しています。
今後とも、ご支援の程よろしくお願いいたします。（※介護保険事業等収益性のある事業には一切充当しておりません）

【受付時間／8：30～17：30】

● 日　　時：

● 場　　所：
● 相談内容：

1月20日（水）
13：00～16：00
庄原市ふれあいセンター
不動産の名義変更、相続登記・遺言、借金
の整理、成年後見、会社の登記、簡易裁判
所訴訟代理など

● 日　　時：

● 場　　所：
● 相談内容：

1月22日(金)
12：45～15：45
庄原市ふれあいセンター
賃貸に関するトラブル、交通事故、相続、
離婚、借金問題、消費者トラブルなど

080－5239－4085

よろず相談のご案内よろず相談のご案内よろず相談のご案内

専門相談のご案内

司法書士相談

●年齢を重ねるにつれ、色々な手続きの判断が難しくなった…
●家族の介護について気になることがある…　など

1人で悩んでいませんか？
社会福祉協議会は、24時間365日あらゆる相談を受け付けています。

法律相談（弁護士相談）
【いずれも要予約・先着順】

（0824）75－0345 ●早朝・夜間、緊急時地域共生推進課

45分
以内

30分
以内

庄原地域センター　0824‐72‐5151　　高野地域センター　0824‐86‐3044　　
西城地域センター　0824‐82‐2953　　比和地域センター　0824‐85‐2300
東城地域センター　08477‐2‐0488　　総領地域センター　0824‐88‐2796
口和地域センター　0824‐89‐2320

【西城】
妻

父

父

母

宮崎　考美

祐宗　守 

山脇斐左士

増永ハツミ

八鳥

八鳥

大戸

大屋

宮崎　政弘

祐宗　伸美

榊　真喜夫

増永　昭憲

NPO法人リョービ社会貢献基金

庄原カントリークラブ様から庄原カントリークラブ様から

長島支配人から山内会長に目録を贈呈

御
礼

「地域福祉・在宅福祉に活用してください。」
と寄贈していただきました。

　NPO法人 リョービ社会貢献基金 庄原カントリークラブ様
より、介護補助車（2台）、歩行車（1台）、乗降用ステップ（1台）
を庄原市社会福祉協議会に寄贈していただき、山内会長か
ら長島支配人に感謝の意を伝えました。
　大切に活用させていただくとともに、これからも地域福祉・
在宅福祉の向上に努めていきます。ありがとうございました。

ありがとうございました。
大切に活用させて
いただきます。
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　下金田地区にお住いの、今年それぞれ１００歳を迎えられ
た、橋本安登さん・キクエさんご夫婦の取材に行きました。
いつもにこやかで地域でも評判のおしどりご夫婦です。
　この日、安登さんは庭先で草刈り機の刃を研いでいらっ
しゃいました。「この秋にはコンバインに乗って稲刈りもした
んで」と聞いてびっくり。
 妻のキクエさんは、急斜面の坂道を上がった先にある畑
で野菜の収穫をされていて、二度びっくり。
 ご夫婦に元気の秘訣を聞くと、「この年になっても、作業服の洗濯は自分たちでするし、でき
る事は二人で頑張っとるからかの。お嫁さんがわしらにできる事は何でもさせてくれるし、何で
もよくわかるように日頃のできごとをゆっくりと話をしてくれたりと気にかけてくれる。長い人生
の中にはいろいろあったけど、今が一番幸せ」とおっしゃいました。
　お嫁さんからは、「漬物づくりや畑仕事など、今でもお母さんに教えてもらいたいことがたく
さんあるんですよね。これからも頑張ってもらわないと困りますよ（笑）」とおっしゃいました。
　年齢を重ねても、生活の中で役割を担っていることが、元気の秘訣になっているんだと感じ
ました。

P1……サロン活動
P2……令和元年度　事業・決算報告
P3……令和元年度　事業・決算報告
P4……小地域サロン活動紹介
P5……協議体活動紹介

P6……令和元年度　賛助会員紹介
P7……令和元年度　おでかけスポンサー紹介
P8……よろず相談・生活福祉資金特別貸付のご案内・広告
P9……寄付者紹介
P10…地域のものがたり(西城)･広告

夫婦200歳！ 元気の秘訣

知っとる知っとる!?

地域と県大生 広がる交流
トピック 2P～3P

安登さんとキクエさん

みみ
Focus On !

んなんな
口 和

橋本 安登さん・橋本 キクエさん

お互いに頼りあいな
がら暮らされている
橋本家。「100歳に
なっても自分のした
いことができる」こ
れが元気の秘訣で
すね。

まさたか

広がる交流広がる交流

口和地域センター
地域福祉コーディネーター　沖川久美

この地域で暮らし続けたい！を
叶える取り組み

この地域で暮らし続けたい！を
叶える取り組み


